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前報匿於て筆者等は先づアセ トン一一ホルマリン樹脂の凝着剤としての預備蜜験を行い,次い'で常態

に於ける接着堕と接着力との関係,'加熱温度及び加墜時間と接着力との関係,塗布後め放置時間と接ヽ
} ､ I

着力と･の関係,可使時間並に塗布量について各､々検討した｡ 本報隼於ては',主､として耐永性.k蘭いて～

の試験結果を検討してみよう｡ 試験片はブナ材を,樹脂は A.TF2..C.即ちアセ トン 1モルに封しホルマi

･1)ン2.5モルを縮合させたものを用いた｡これらの規格は絶て前報のものと∴全く同一物である.i.1)接着堕と耐水性と.ej関係
) /

加熱温度 800-900C;加熱時間 lb時間,浸水温鹿 25.0-280CI,嘩水後試験片を引き出 し常 温

(280-300C)で30分間放置風乾し こ後,勢断試験を行った｡その結果は第 1表,第2表の如 くゼ固 r
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第2表

浸 水 時 間 5時 間
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示すnIぼ第1国の如くになる｡ 国中--×丁一驚線で示孝れた曲線は浸水時間48時間のもの,一一△一 驚
I

線で示された曲線は浸水時蘭5時間のものをそれぞれ表わしている｡J

この結果によれぼ,凝着墜;18kg/9m2▲附近に於て最高の.接着力 50-52kg/cm2を示し,浸水時

間48時間のものも5時間のものも′そり傾向が相似ている｡･これを常態最適の接着塵 (31kg/cm2)並

に接着力 (153kg/cm2)と比敵してみれば接着堕に於て約半減し,接着力に於て約Jiである｡常態の

慮高接着力が耐水性の最高接着力の約･'Ii'であるこきは致し方ないとしても,最高接着歴が約年減す

ることは,戻る興味のあることであるO以下諸試験 (耐水性)では絶て最適接着墜 18kg/cmつを用

う去｡
■

2) 耐水性に於ける′浸水時間と接着力との関係
lL一

加熱濃度 800L｣900C,加療時間1時間,接着墜 18kg/cm.2,浸水温度250-280C,浸水後試験

片を引き出し常温 (280-30oC)で30分間放置風乾して後,勇断試験を行った｡その結果は第3表,

東2園の如くである｡
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第 2 ､固.
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この結果によれば,浸水5時間迄は浸水時間とともに接着力の低下を来たすが,それ以後は1ケI

月浸水して置いても左程接着力 (50-40kg/9m2)宰 減少を詔やない○ このことはこの樹脂の耐水性

を物語るもの七,特徴aj｢つと旦倣される鮎である｡ . .-■

3) 耐水性に脚′ナる加熱温度と接着力との蘭係 r

加熱時間1時間,接着歴18kg/cm 2,.浸水時間48圃乱 浸水混酸250-280C,浸水後試験片を引

き出し,常温 (280-30oC)で30分間放置して後,/勢噺試験を行った｡そめ結果は第4表,第3周の

如くで奉る｡ ′r

この結果によれば,最初は残分接着力の上昇を来たすが,その後は加熱温度を1400-150oC迄奨

化してみても殆んど接着力に,影響がなく,･大略 50転/cm2前後でとどまる01300C以上になれば,

寧ろ接着力の減少を乗すが如き感がある｡ -

4) 耐水性に卜於ける加墜時間と接着力との関係

加熱温度 800-900C,接着壁 18kg/cm2,浸水時圃48時間,浸水温度 280-30OC,浸水後試験
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片を.引き出し,常温 (280T300C)で30分間放置して後,努断試験を行ったoその結果は第5表∴第

4団の如くである｡ 〆

この結果によれば,接着力に多少ej不規則性が認められるけれども,大略加墜時間は接着力に影
∫

響がないと云えよう;.､ r
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第 6 表
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5) 浸水後の風乾時間と接着力との関係

上記チ園の試験は,蘭て浸水後引き上帆 30分間常温 (280-300LC)に放置風乾して後･r努断試rl

験を行った結果であるが,浸水後?風乾時間か接着力と如何なる関係にあるかを試験してみたoその

結果は,第6表 第5国の如くである｡試験偉件は,加熱温度 800-'90?C,接着墜 18kg/cm 2,加熱

時間1時間,浸水時間48時間,浸水温度 280-300Cである｡

この結果によれば,直後より.5日迄は風乾時間に比例して凄活力も相嘗増加するが, その後は1
/r

ケ月風乾してもさして接着j7に嬰化を認めない'｡更に浸水と風乾とを繰り返えして行t)てみたが,こ■＼
れもたいして奨化がない｡第7表,第6回はその結果である｡即ち接着並に浸水健件を前回と同一と○′
し,最初の風乾 .(常温)を10日間行った後,更に48時間浸水し,引き上げ直後?ものと2回目の風乾

を10日蘭 と30日間と行つをものについて,号の強度試験を行うか らのセぁる. ′

解 r6 囲 ′
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以上の諸茸験結果を線括してみると次のことが結論されるo
I

i)接着剤として'の耐水性は認められる｡
I

ii)耐水性に於ける-接着塵は 18転/cm 2附近が最適で了加熱温度が 80.oC以上であれ'ぼ,加墜時

間にはたいして影響がない. j

-iii)耐水性に於ける接着力は,常態の約3i(50kg/cm2)であるが,浸水後の風乾時間に･よ?てこ

れは幾分由張される傾向にある｡ r

t終りに砥み終始御懸篤なる御鞭拝と御指導とを賜った野津龍三郎'先生,並に房究上多大の便宜を

.輿えられた木材研究所長梶田教授及び工畢部撒権化畢教皇藤野教授に勤し療甚なる感謝を捧ぐ｡
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':' , Summary I

Theexperimentalresultsaresummarizedbelo滋-:

i) Acetone-fotmalinresinadhesive､hasamoderate-watel･resistance.

申) Theoptimum speci丘Cpressureinthecaseofthewaterresistance,isabout(＼
18転/on2.anditi.sobserve_dthatthepressihgttemperature,ifiti畠above800C,doesnot

' notablyiniluencetothepressingtime. ■
iii) The･wetadhesivestrengthisabout30kg/cm 2andshows.a･t昌ndencytoincrease

parallelクWiththeair-dringtimeafterawatertreatment.
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